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敷 .衷 象 と03線 各 が な され不 利 な 官爵 を嵐 現 した がに 豪 えた がその 発展 は風

塵 ま でTry l j鍔 のの ぴ'髄 品 と鼻に 雰 杷 i姦+.露摩府鑑 憂慮 L,魔 め た とい え る O即 ち

鷹 番 -部門にノ鋭線度 穴 と左 りす を ,J療 緒代 に即応で きる 周 囲C)登 営葦門分化

か ら巌 ソj賛さ れた鰹域である 少 =ウメ易 倉 官照 の 不利は大 観 客E 矛 であ リ､J互

j量感 ､ 葡 凄 艶 な どoD路 線 な墨 馨 を･7)モーき , -･巌､盈対 に tlJそ の戚 何 は あ るが ,

本地疎 は脾 に観 (現 れてい る｡ その斉 額 を濫発 だ 宮 内霊 から り解 凍 が慮.れ て

いる の も珂腰 で あ ,5.′星置現 顔.3)慮 紹 鑑 , 墨 馨 り蕊.数 舷 と薮 に . 拷.帰 艦 JLL

< ば 慶遭 鹿 か雑 草 に頭 葛 で あ る ことば以 上よ り盛 ぺ る こ とが で きる O
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挙慶 論 文 童麿 <(=あた って 61:;,iiJ斬 り 腎的 ぼ 日暮 ･!?慮 泉 を ,もっ とも漆鹿

i'11tJ番 で把 魔 した い とい う,こと で あ った ～弼 李 を底 める うち に .地 渡 り方 面

I;＼ら鼻 糞 を 見る には ,潔/捉ある 鼠紫 のJ蛙巌 を灯 LJ′か つ ,そ4)飽きや 櫨 .つa:

リ葛藤 ,社 食 .長原 辱dj諸条件 やや に ,その 鮭腐､董 空身赦 す摩 因 を繰 っ てゆ

くご とか 中 心 と なるべ き で 13定 い か とJ奪えは じめた レ

調 査二枚磯 として選 んだ茨城卜県 凍 次戚都 噴石 峰 村 ば ,典 型拍t)む厳 粛展･時政_堤

蟹巣 光球 であ り一夏 として､三･7)竣旦 畦 (つま ')､象 発逐条 'の 湛/路･であ る 匂璃

台風 吋 .繊僻 的佐藤 か らむ観 出 が守 介 で ない C t')を宜 ,A血 l)､かつ線鋸せ

しめで いる もQJは何 針に つ いてJ<'jS厳 を遭 め た 少

食蕗は 4t撃 よ りな り_牙 j牽 親 銘 およ び牙qa牽竣形 と土壁 利 用 ば ､牙3 草
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慮 り巌_つ 蔦 O

詞 査艶 威 ば成東 平野 の泉北 部 ノ茨城 県 唐衣威 都 筑威 昭 に属 しノ､半 蝦新 であ

る照 34北岸 に鑑 定 す る ｡地形 は凋iJ里お よび 濁 蓮 の霧｣盈鴇 に龍 う沖篠 低 地 と

そ q)北軌 こ忽 崖 を威 して渚守 る 決鷹 合史 にj:淵 され る O舜務種目ま硬萄 0- 7
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ある砂 礫 項 の見瀞 膚 (域 田膚 に対漉 され る) て-あ ij.そ G7)ヒ老 C1 - -3礼 り僧

孝 を培 っ碍 虎 口 -ム 層 が お iっ て いるv I#嵐 zi-歎頗 象件 と しては恩頚の 轄水
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象 農凝成 り面 蓉見 る と ､全 産 泉人口の.＼gjを泉果敢 夢者が 占 め ,組 敷射兜撃

である ことか わか る｡凍原 か ら /ooj<仇 .衣.戸か ら /Of<牝 の象鑑に息 置 L/.
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泉 も寒め てい,70" 土地利 用は ､台地 C)蛸 と低 地 の永田か慶 漆勾 な 且の てあ り

水 野は金成 終夜本 選のため -毛確 固 と打っている ｡か つては合鍵上 d)大 草 重

責 きろていた車虎 雄 は粟津 に聞 かれ ､傾斜 地 に多 (磨 っ ている o紫 藩 は , 包濫

発産 dj)､もの ,i3台放 線一辺_部 や路 地 の うち U)数 高地 に密 度 レ､明 冶 以後 U)開抗部

遊ば,含地 (r)や東部 や干拓 鹿 に介布してい る｡
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び畜力 の尊 大が腐 ､夜抑 C)商品化率 尊 か ら .百線 匂足鑑 の艶明 をおこな った○
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/･/町とい う翻碓 面積 の式 きさ げ , 慶 か さぞ象克 する も0)でt3む く .遁 謄 す

る水P 韓日こrL菓都 市 と して4)/軽魔 4)少 f_ihいこ とと .貴慮 の不 便 から ′竣 成舟
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過 せない ことに畳づ し､た た めで ある.:た しか に地 理 縛藷腰麿 の患 さ浸 あ って

Li,地感 の摩 滞鹿 の東 国を すべ て これか ら敦 明するd)ぼ俺孜 で あろ う 0 人薦

約 に三次者 す る発煙 は十分 に廃 され ていJ昌と席 え ら･軋 るO

藷 〟奇 勝鴇 は ,以上 から京 される風発 U)孝 の い っそ う明蔑 む把腰｣の た捌 二

義 けた o つ ま りこら 東 成 は .外的に は大 酒僚塘 から の魔 王や 泉｣盈条件 cj感 三

にi I) ､墨密約 ､産 金的刺 激 菱食巾 二(< ､また 内的 にJ憲塵形および党厳密

か ら , あるてい どめ作密 の勧 善腎を象 LlJ.,蜜勲 打穀 物 車把 の戯 城 形 式 に破 産 し

てい るp だが ､直接 に では ないが .外部 か ら鹿屋償 ､jj労477カ帝一考tィ)高 ま J)cf)

影膚 を簸げ .最澄 の全頃約 な傾 向 で5:,る磨 手労勿ノI,/) 減少堰 句 か 簸られ Z j o

したが って ,濁度牽 i=r乎OI)千慮地 にi'る耕地 Gt)東電瑠璃璃 加 と′労相]カ 戚少 に

よる確対 的.増加 によ '),窺 採 り ま 1ヤ 叱 ､-一応､aj -冬色Iti償 鼓 される こ とにLJ

局 .井部 か らの 蚤寮的刺激 の 少な 票は盈 鍔に現金収 入拷加 への桑政 を欠 かせ
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また .濠,年にわた る 学純 な麟 搾 形 式 に馴れ ているた め .庇寛厳療 尊にcrる生

癌の変乱 は ▲.昼番 亀 不冬良 さへの怒 れ とあい伴 って慮虜 な もの で ば ないだ ろ

う｡こd)壁 壕 が慶叱 する には ′ます･, 栄.ー盈′摩砕 牽 ¢教化 に よ･,)外部 ヒの閣鹿

の鹿 篠･になる ことが 此承 り発 件 であ り .他 線的 な腰発 d)挽鷹 か ら番え ても ,

内部 から の衆叱 寝顔 渡 を 且のに過 ぎ亀､い と鷹 え られる,

放某盆地東南部に動iる観 葉の埋理的老廃
貢申 E日 昌 子

/､.完済変哲的

連 年庭 草弟 の方針イ 地 形 と土 地利 用 Jは-応 の塵 ,6線 とな ってお り､その

他 に新 たな るテ ー マ を衰 して もよ し)とg)ことで,二線が郷 土埼 玉県り南部に躍

雇 する鹿 又 金地鹿 南都 の兇 髭 と上兼 利 用 を胡 乾 する と史 に ′こ0〕雄蝶 rj)土地

剰 周4)-j:蹄 色 で ある桑園 を発属 させて .養 鹿 砦の居 廃 を款 G,7*た O 終 って栗

のこ息 を日的 ヒした ｡ /,虜_息 や心 にみた粟 井 泉南朝 の塘威 胤 の把慶 ｡,pz

厳 父ノ養.蛋農の竣 成 ､嫡一束の把 凝 . 勿 諭両者 は全 く利 の 4'の でば fJ( Il夏を知

る こと によ って Jtの把握 が 出来 る わ けで あ り. 主 たる 目的 は /､にある わ tJで

考る O およそ ､地理 学d)目的 ば r地 域粧 ｣の把 握 に ある と亜 克 な t)に翻縛 し

たた めである一

よ .フイ-]レド

何 よ lj弘.敗埋めに興味 のある こ とか姥 威敦 定 にあた ってり オ-轟勾発 揮 と

な るOそ り鹿鋼壁 に鹿茸7Jであ るこ ヒ I地 域 勾 ま とま りのある ことy ピを/督盈

した上 .漆 ブイ- ル ド養腰 んた.'｡

･漆 フ ィ ー ル ドは厳 父 番を車 ^11と L J簸 川か中東 を;,JTLれ て見事 な 河岸 殴fL兇

形fJ展 して いる o 又､､日芽 枚 数 翠 の鉄卜藤 と呼 ばれる ご とく′鹿 犬 畜生層 4)分

布が為 られ .歴 史的 に i)蘇 /?な藷 題 を もって いる 0 度 薬 に於 いて d,古い歴 史

季且った ミLのが 多 く,蚤 も中 心 とな るべ き 亡しのが巌 文麿.黍 であ り.款 失政斉

a)閲歴 恵肇 の発贋_ヒ薮 に澄 め らyL,k ヒいっても温 書 ではな い oj家産 ,その絹

守ズ 分数 えて それ に代 る合成敵魔 の番頭 か寒 しい か /鹿渡 に於 し)て超脱僻 と

して風 塵 車}じ､といったぼ態 で ある ､が金殿 と して とざさyLた この.地嫁に こし近′

頼政 ,/郡 市塩 d)泉 水押 Ljよせ て お リ､工衆 の茄 める兜 艦はタや魔虜 を しり し}

で きてお ソ襲 栄に与 覚る影響 gu一大 なるも り が ある ｡

3 .地 形

餅父 盆地 が漫 飯 盛硬 であるr)か離 層金教 であ るGT)か明 らかで な いか ,金地

距 には耗 叫 i=よ /)形 成＼された 三鮭 の河 岸毅丘 が見 られ孟 O上皮 段丘 はかなり
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